
ー12－

計数的手法による水稲栽培
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佐藤福男・島田孝之助・石山　六郎

第1表　試験区の構成
1　ま　え　が　き

昭和45～47年の5年間県内で行なわれたトコニシキ

稚苗移植における本田施肥法試験からその生育経過（草

丈，茎数，乾物重），土壌窒素の発現，稲体窒素濃度，

気象条件を年次，場所，収量をこみにして計数化し重

回帰分析を用いて，収量70晦／aレベルでの生育予測

式が作成された。この予測式の普遍性，安定性，精度

の向上を目的として，トヨニシキ稚苗にキヨニシキな

どの畑苗，中苗を加え，目標収量を75噂／aに設定し，

予測式から逆推定した生育型を求めてこれへの接近を

試みた。

2　試　験　方　法

1．試験区の構成（第1表）

2．育苗法，畑苗　4月10日，90才／／′㌦まき，中苗4

月11日125才／箱まき，稚苗　4月25日　250㌢／箱

まき

5．田植　2エ1C刀×15．2C影，24．5株／／1㌦　5月15日移植

4．主な計測項目と計測期間

土壌窒素（膠／用0才乾土）：活着期～幼形期

第2表　予測の例

品 種
毎 言 質

び系90 号 キヨニシキ トヨニシキ

畑 中 ＊

J、ミ

苗 苗 ポ

畑 中 ＊　へ

百 百 ポ

椎

田

0．5　t

（んか／a）

0．9 〇　 〇　 〇 〇　 〇　 〇

1．1 〇　 〇　 〇 〇　 〇　 〇

2．O　t 0．9 〇　 〇　 〇 〇　 〇　 〇 ○

1．1 ．〇　 〇　 〇 〇　 〇　 〇 ○

＊ペーパーポット甫

基肥Nはa当り成分量，別に活着期，幼形期に各
0．2時／a追肥．

茎葉窒素濃度（帝）：有効茎決定期～収穫期

乾物　重（昭／a）：有効茎決定期～収穫期

平均気温（10日ごと平均）：移植期～収穫期

積算気温（10日ごと平均）：移植期～収樫期

5　試　験　結　果

1．予測式：第2表には77の予測式の数例を示す。

日　 的　 変　 数 単　　 位 予　　　 測　　　 式 R 二三重 相関 係数　 R 』 寄与率

有 効 茎 決 定 期 茎 数 本／ 〝ヂ 24．9 Ⅹ2．1 ＋ 2 0．5 Ⅹ25 ＋ 2．1d X 169 － 8 14 0．89　　　　　　　 79

有効 茎決 定 期乾 物 垂 晦／ a 0．4 4 Ⅹ24 ＋ 0．18 Ⅹ25 ＋ 0．0 8 Ⅹ78　－ 4．55 0．95　　　　　　　 8 8

籾　　　　　　　　 数 × 10 ㌢ †ガ ヱ5 1 Ⅹ 2　＋ 0．8 1 X 33 ＋ 1．4 4 Ⅹ20　－ 2 ．85 0．9 1　　　　　　 8 1

説明変数名（Ⅹ1～Ⅹ176の一部）

Ⅹ2；幼形稲体N多

Ⅹ25；分げっ初期土壌Ⅳ呼

Ⅹ78；日照時間（8．11～20日）

Ⅹ33；幼形期乾物重

有効分げっ期の茎数予測は上記の式より，Ⅹ24は5

月下旬（活着期）の土壌窒素濃度．X25はd月上旬（分

げっ初期）の土壌窒素濃度，Ⅹ169は移価から有効分げ

っ期（8月20日）までの槙算日照時間をそれぞれ示し，

この式の墓相関係数は0．89，寄与率は79感であり，こ

Ⅹ24；活着期土壌N呼

Ⅹ29；幼形期土壌N呼　　　Ⅹ33；幼形期乾物重

Ⅹ169；検算日照時間（～6．20）

の5つの説明変数で有効分げっ期の茎数の8割まで予

測が可能である。同様にして各時期の目的変数も予測

できる。

2．収量75吻／aの時期別要因構成と栽培条件

75吻／aの高収量を目標とする場合の収量構成要素

＊Fukuo SAT石，K6m08uke SH工MAI）A，Rokur6IsH＝YAMA（秋田県農業試験場大館分場）
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とこれを確保するための時期別期待生育量の策定は．

予測式から逆推定により求めた0まず有効茎決定期に

550本／材の茎数（穂数）確保を目標とすると第5表

の予測式に示したように，土壌窒素濃度と気象条件が

大きく関与し，初期土壌窒素濃度が高い程達成しやす

いが，基肥量には限度があり．これには活着期追肥で

対応した0

また，窒素だけでは不十分で，他に健乱　密楯，早

柏などの基本的条件が接近技術として必要であり，し

たがって苗は充実度1．1（乾昭．／々詔）以上，T－N濃

度5．5多の健苗を用い，栽櫓密度24・5株／〝．移植期

5月15日早櫓，密植条件で行なった。

5．各要因別目標値と実測値

主な計測項目の時納別推移および目標値との比較を

収量構成要素を加えて示したのが第5表である0

第5表　各要因別目標値と実測値

要　　 因

目 標 値 】 実　 測　 値

Ⅰ Ⅱ

玄　 米　 重 7 5 （晦／ a ） 7 1 7 d

総　 籾　 数 4 2 ×10シ／わ㌔ 4 5 5 9

豊　 熟　 歩　 合 8 5 喀 74 7 8

千　 粒　 重 2 1．5 才 2 2．d 2 5．4

一 穂 着 粒 数 78 7 5 74

穂　　　　 数 5 5 0 （本／㌦） 8 2 8 52 5

茎　 数

1有効分げっ期

（本／／1乃2）

55 0 d 5 1 5 05

穂 首 分 化 期 7 00 79 8 84 1

幼 穂 形 成 期 9 6 5 7 8 1

土　 壌　 N
呼

10．5 R 8活　 着　 期 6．0

分 げ っ 初 期 7 0 8．4 4．8

有効分げっ期 4．5 2，8 2．9

穂 首分 化 期 2．5 1．0 1．8

幼 穂 形 成 期 2．0 1．2 1．2

4．トヨニシキ（稚苗）の期待生育と実測値

草丈の経過についてその変動幅を第1回でみると，

期待値に比し初期は低目に経過したが，穂首分化期の

ころから伸び始め目標値80C罪を10C飛上まわり，少々倒

伏がみられた。

茎数は生育初期から高い値を示し，目標値を上まわ

る茎数一⇒穂数が確保された。
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第1図　トヨニシキ（稚苗）の期待生育と実測値

また，茎数Ⅳ喀推移を収量レベルでみると低収量ほ

ど，窒素濃度の低下が後にずれる傾向があり，このこ

とは中百の窒素濃度の推移と比較してみるとなお明ら

かである（第2図）。すなわち茎葉が帝の推移は，稚

苗でも濃度低下の早い方がより高収であり，中音では

稚苗よりさらに早く低下し収量も多い。

dD晦／aレベルの乾物重の推移は70んか／a以上に比

してより低く，N吸収量も少ないことから，多収には

この時期の乾物生産速度を高めながら相対的に稲体の

N濃度を低下させることが必要条件とみられる0

なお，窒素供給源である土壌窒素の推移をみると椎
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第2図　椎乱　中苗における茎葉窒素凍度と土壌窒素の推移

乱　多肥条件の場合，イネに吸収しきれず残存した窒

素が認められ，これが節間伸長→倒伏の原因になった

と考えられる。

このことから水管理等を含む土壌Nの制御技術がな

お不充分であることが指摘される。

4　　ま　　　と　　　め

1．トヨこシキ稚苗の生育経過，収量構成要素など

を重回帰分析法で解析し，70たか／aレベルでの予測が

作成されている。これを用いて時期別生育目標値を設

定した。

2，その結果，トヨニシキ稚苗で期待生育および収

量（平均75晦／a）を達成できた0

5．また，キヨニシキ中苗で77極／a，畑苗78ん針／乱

の収量が得られ，苗質が異なってもこの予測式がほぼ

適合しうると考えられる。

4．これらから目標とする生育，収量に接近するた

めの時期ごとの技術的診断はこの予測式より求められ，

さらにより高収量水準への技術的対応方法をみいだす

ための手がかりが得られるものと考えられる。

水田高度利用のための機械移植用晩植苗の育苗法

第1報　育苗様式別の育苗日数と苗素質
＊　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　＊

下田英雄・吉　田　括・山崎栄蔵

1　ま　え　が　き

食糧および飼料の自給率向上を図るに当って，今後

東北においても水田の高度利用は重要な課題になると

思われる。

そこで，昭和50年度より，水田裏作の導入と，それ

に伴う表作水稲の晩値栽培に関する試験を行なってい

るが．寒冷地において，これの機械利用による省力か

つ安定多収技術を確立するには，とくに水稲晩植栽培

で困難な問題が多い。とりわけ，機械移植による場合，

良質健苗の育成がその成否を左右するカギになると考

えられるため，育苗法の確立を一つの大きな柱として

検討を進めている。

今回は，そのうち50年度に実施した，育苗様式およ

＊Hideo SHIMODA，HiroBhiYosH工DA，Eiz6YAMAZAX＝（山形県農業試験場）


